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 大学 4 年時の秋学期には、早稲田大学ジェンダー研究所やグローバルエデュケ
ーションセンターの協力のもと、「ジェンダー研究」企画実行委員会の一員として
3 回にわたるワークショップの企画・運営に携わりました。このワークショップ
は教員、職員、学生など、多くの人たちの関わり合いの中でともにつくりあげ、
大学という学びの場を「ジェンダーから変えよう」という取り組みでした。ワー
クショップをつくる過程において意識したことは、参加者が互いの意見を尊重し
て、大学という学びの場に存在するジェンダーを共有できるようにすることでし
た。自分と異なる他者が存在し、自分と違った考えをもつ人がいることを知るこ
とから、私たちが暮らす社会をより良いものに変えることができると思います。
多様な価値観を尊重する環境を整えることは簡単なことではありませんでしたが、
その過程で自分自身が平等や多様性をつくり上げる主体となっていくことを感じ
ることができました。 
 卒業後、私は自治体の職員として福祉部門で働いています。福祉総合相談支援
の担当者として、福祉や保健の総合相談を受け、市民の方が抱える複合的な課題
に寄り添いながら、共に考えニーズに応えています。また、成年後見制度の市町
村長申立てのケースワーカーとして、身寄りのない認知症高齢者の方や知的障が
い者、精神障がい者の方が成年後見制度を利用できるように、家庭裁判所への申
立て支援を行っています。実際に現場に足を運び、当事者が抱える課題を、身を
もって感じながら支援に携わることができ、責任とやりがいを感じながら、日々 
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働いています。 
相談にいらっしゃる方や支援の対象者の方々が抱えている課題は 10人いれば
10通りあり、ニーズは多方面に広がります。また、配偶者間暴力や虐待などの親
族間トラブルや貧困、心身の状態に問題を抱えているなど、複数の課題を同時に
抱えているケースが多く見られます。人を相手に支援を行い、過去、現在、未来
にわたる、その人の人生に関わる仕事に携わっています。目と耳と心を傾けてニ
ーズを引き出す「傾聴」を心がけ、相手を尊重する姿勢を大切にして、その人に
とってより良い支援を考えていきます。その際に副専攻「ジェンダー研究」を通
して学んだ、多様な価値観を尊重する姿勢が重要となってきます。支援者として
の考えを押し付けるのではなく、ご本人とともに考えながら課題の解決を図って
いきます。また、庁内の関係各課や病院や施設などの外部の支援関係者と連携し
て本人の支援を行うことが大切です。制度の枠組みから外れることや制度の狭間
に置かれることで支援を受けられない方もいます。その際にそれぞれ異なる立場
から、意見を出し合ったり情報を共有したりして、よりよい支援の方法を模索し
ていく必要があります。課題を多角的に捉えることで、解決の糸口が少しずつ見
えてきます。 
副専攻「ジェンダー研究」で得た学びを今後も意識して、より社会に貢献でき
るよう努めていきたいと思います。そして最後に、副専攻「ジェンダー研究」を
修了するにあたってお世話になった先生方や多くの刺激を与えてくれた学友の皆
さんに、お礼を申し上げます。ありがとうございました。（2014年度早稲田大学
法学部卒業） 
 
 
 
 
 
 
 
